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Molybdenite, a rare-element mineral, from the lizaka 
pegmatite dykes, Abukuma plateau. 


mat 大 # KR 一 (K. Ohmori) 


ef 言 

福島 懸 伊 帳 郡 川 俣 町 に 隣接 し た 飯坂 村 及 び 小 島村 に 多数 の ペグ マタ イト 
BMS, 目下 石英 を 採 堀 し て 居る 。 と の ペグ マタ イト 岩 脈 は 又 種 々 の 
辞 元素 確 物 を 産 す る の で 飯坂 村 マ グマ タイ ト と し て 著名 で ある 。 最 近 こ と の 
TCHR OPAR LTO LTA, KGBORMT SCEXMOROT, 
DV ic (SAIC REMAKE £ ESE rt 2S. 

APIA LH AM RS RMAO-BE LCHANKELOTHS. HA 
ICBEL CHE © HE er ED tS HAH A Jig, I REO CIR 
NEZBOAMICHL CRHOBERT SZ. MRM AH ARARO Has 
CROC EE HE EPR TCHAD FRIAR 5 aL Fe lA ABA RR IL AS 
PAAR ICM DICBHA SNe. TNC LU CHMTRT 2. 

HERERO EMR & eS 

HBROREA ABR 2K REE ROAMPRICMET 3. TAB 

HORA AY 15 粧 に あり , BLY ABS AIC CH-RAAIC LT 
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達する 。 も LAMIC RAL E OME CECI ESBINRRBSO 
た が , T OXI ESL th iC BOP, 

SN Z (LTB O RA PEAFIIC CPR & tgp UL, 之 よ り 阿 武 隈 川 に 
Fy Cs HF OL, LL TSE IC CHIC HI HA CICA be 
WaT REC HAN FRR (標高 462.5 2) OPA RICHES, BN CHET 
川俣 町 に 達する 。 COMOMWARAEL LU CEMNRA TCS on, 途中 中 山 
西方 及び 立 子 山村 に て 本 岩 上 を 被 つ た 集 塊 岩 が 見 らち れる 。 

ERS 川俣 町 附近 を 構成 する 岩石 は 花 贈 図 線 岩 で , 本 岩 に 三種 の 別 が 
ある 。 その 一 つ は 固 雲 花 賠 関 線 岩 で , Wt REarie aN tea RO BEAKER 
Nikka CH る 。 

PU TE i PIs BHI CHRD IMD RV BATCH 3S. 一 般 に 粗 粒 
CAERHID ARI G & REA LET S. MICK DH IRAEDBO OM, DL 
Y2VZAUYRBR FITS, AGPFICMRL HELD, 本 岩 の 少 く と る も 

一 部 に は 混 生 岩 が 存在 する も の と 考 へ ら 4, WEE MNRAS + LOI 
僕 町 西方 分布 す る 。 

REATE mA Kea LIRA ORG cB S. COSpAilt he PILE A 
PIR ICH N SLD ICHR, , MHC IRAE GLB tin. [PIETER 
Pitkar kb IIT HEA L¥e SOOM, TCHS, 

DEAK AC ind A eka (EAE BBE hae Ol] ETM CT, IRM OAR Ic 
HTS, BARA CH S, HAIRS 74 CHS, 

PIF basis ce OPENER © I BERRIC BRET 3. 

LAPVH4A beMe PICKS AeMAAY Ch S. AAIROMMAK 
HIES 7274 PERI OSAROWRO 4) CHES HIRS, WotR 
の 幅 は 一 般 に 約 ェ 米 以 下 で , 断層 と も 開 係 が ある 如 ぐ で ある 。 RUA 
は 志 出 又は 御幸 山 を 構成 する 集 塊 岩 又は 玄武 岩 質 大 山岸 と 闘 係 ある も の と 
考 へ らち られ, 成因 上 興味 深い も の で あぁ る 。 

AE RMN Rear oA CREDIT SZ. 大 略 南北 に 走る る の と , 北西 より 
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南東 に 走る も の 及び 北東 より 南西 に 走る も の が ある 。 最 る 大 規模 な る の は 
川 僕 町 の 東方 を 通 つ て 南北 に 走る る の で ある 。 
JIRA SEO HWE A & SICH る 。 
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rp + モナ + で ぁゃ | 
tig Be oe 
ae: 


Gshb 4H RABEMARE, Gb it BBR EMPIRE 
Gp DERM, Puaxr7yv 24 > Sm 


AZVAAbEMORABH ペグ マタ イト 岩 碑 の 主 成分 礁 物 は 石英 及び 
ペー サイ ト で ある 。 右 英 は 無色 透明 乃 双 乳白 色 , 稀 に 煙 色 を 星 し , 塊 其 を な 
LCT So HiGhlLM< Hi TSS. SHA MABEL CHEOLOBS 
く , PLEO LOUD, Highs CH SOS, 時 に 長 さ 約 10 MOR AE EP 


る 。 
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CEASA 74 POR PRBICH SNS. 7 OMAICHIC 
依り 鐵 雲 母 の 大 結 品 を 産 す る 部 分 が ある 。 BEHAPRBRERKEEAL, 
大 さ は 時 に 科 ェ 米 に 達する 。 鐵 雲母 に 階 伴 し て 屋 々 本格 石 が 見 られ る 。 本 
MMDAS ATH 0.5~I MES, MIKE LGA EZT S. (211) 
面 及び (110) 面 が 認め られ る 。 

と の 鐵 雲 母 に 階 伴 し て 稀 元 素 確 物 の コル ンプ 石 , フェ ル グ ダグ メッ ン 石 等 が 産 
出す る 。 比 等 稀 元 素 奏 物 は 黒色 を 呈し , 主として 鐵 雲 母 中 に 介在 せる 石英 
及び 長石 中 に あり , 結晶 の c 軸 を 鐵 雲 母 の (oor) 沖 開 面 に 垂直 に し た 様 な 
位置 に ある も の も ある 。 RHMORAL RE GICLEE LOSTERS 
So MICRA IL OIC BBCI 少 い 様 で ある 。 稀 元素 奏 物 の 
或 る も の は 人 鐵 雲 母 を 件 は な いい 長石 中 に あり , 叉 主として 石英 に 階 伴 す る 移 
TATED & LC IA BOK SED SS, 

REAREIK S 1 7eRTR UD LAKOME LOTHS. MERA, C7 F 
ADL SEAR, 2A, ADR a he SS Ae a Se 
ン ゲ ルル 石 , ジ ルコ ン , HR, BRU OLR, BY Of a PY ER, Ad 
ヌメ フル チル , ガ ドリ シン 石 , 兆 水 鉛 奏 等 。 こ と の 中 阿武 隈 石 は 堂 地 ペグ マタ イト 
に 特産 な 太 物 で CaY。(Si, P),O, % S(t e AL, ゼ フ タ イム ぇ ム の -- 種 で 
HSB, TO(LBRKICHE CiMMEDBANCHS. AMMAR 
fecal, 比重 は G=4.35, 硬度 は H=6 CHS, 7 s IClsHOKIM 
ICR TINS ZB, 

HK $f Old 水 唱 山 ペ マグ マタ イト の 北方 に 位置 する 一本松 ペグ マタ イト 
に , AIC AE SN GDR REEL CHET S. 結 品 は 特に 集合 する 様 な 
と と な く , 石英 中 に 一 様 に 散在 し て ゐる 。 

PRARSRDAO TRAE EH ERK SNE (MoS。) Osh id WY 12 FELL 


1) Iimori, S.and Hata, S.: Sci. Pap. Inst. Phys. Chem. $4, 447~459, 
504~507, 619~622, 1938. 


Iimori, T.: Sci. Pap. Inst. Phys. Chem. 34, 832~841, 1938. 
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FOBMRELL, MICAGBOLORASNS. BBL, IR 
BSS, MESES, MEET LCHBICMMELD Se EBM 
る 。 屈 曲 後 は 原形 に か へ ら な い 。 結 品 は 光輝 あ ZSRHEL EL, 色 は 鉛 
RECKECCT SLRRBEOREERT. BEAN CHS, H=I~ 
1.5 BECH 3, 

BUSHEL, BROREICR CHRICMUL th 2. (eC *HO 
BS SP, これだけ で は 証 別 の 出来 な い 場 合 が 多い 。 

親水 鉛 礁 の 比重 石 前 の 比重 は 一 般 に G=2.09~2.23 で 交 水 鉛 礁 の 比重 
は G=4.7~48 で ある か ら , HELMET SLEAAICHMKECS oDOB 
か が 確認 され る 。 

ts EO BOK SA EO LE eH CSE L, Gac= 4.215 を 得 た 。 試料 
が 僅か 0.0362 gr CHBRAD GI S28, BOKSMEICHVIAERT LO 
どき へ べ ま 9 

KRORSAR BOSE PAY COAL Tb LBL It Lb ie 
い 。 開 管 中 で 加熱 する と , 硫黄 を 放出 し MoO, OF HOARSE 
試料 の 周 園 に 生ずる 。 こ と の 昇華 物 は 冷え る と 白色 に 匂 化 する 。 木 祥 上 で 加 
熟す る 場合 も 同様 の 昇圧 物 を 生ずる が , と の 場合 に 強勢 する と 試料 の 横 に 
赤銅 色 の MoO, FAL, VTA CAT SZEZREHALET ZS. REC 
MEAL COROT, AICHE LHS, 

KBORBAR HUSH PICAN, 重量 に て 約 1o 億 の 硝酸 
MBRE BEL IMNN, WATS. PARSE OK IC CE LIBR IC CREE 
ti Lo im< UCHR AEOME CRM SL, ever RIT very 
4 O&K ashi (NH,);PO,-12M00,-2HNO,-H,O を 生ずる 。 cose 
は 等 軸 上 品 系 八 面 模 に 結晶 し , HAA KOM HP CAM MOMes Bw?) ar 
る 。 ARBRE. BiCt OM GAIL T vy = マヤ で 容易 に 溶解 する 。 こ と 


1) Fuchs, C.W.C. u. Brauns, R. Anleitung zum Bestimmung der Mineralien. 
87, 1907. 
2) RCM CHAEBBZLLDELOD, 
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DLMELRD CHC Mo OMMICHD SABI, MxM How IC 8 
使用 され る 。 
AYTR4 bEBRORREP OKA 
AZT IA > AMO nes i ad 6 AE eR L ) dtc HE 
で , アプ ライ POMMAMICMRCHS, XFTIAPROTFIAE 


第 FT 男 


PRE VS FS vBrve=VAOPE x 500 


HIT COPR RAL ORECH 2. LM—AIMICH CXF + IA PED 
FHA VICMBET SHAMS Z. TCOWMSCLMPRMBLT TI 4 PHC, 
中 央 部 は ペグ マタ イト 質 で ある 。 併 じ 一 般 に ペグ マタ イト 岩 脈 の 周 緒 部 は 
HORE OZR hh a k ORS EBB w, 

{Ej aAAT~F4A POERRAMMLAR, 長石 及び 雲母 で ある 。 ア プ 
7 4A bk AIC EEE RPL OTE & BB Liz. 

jE hia AT ~ FA PORTE ISEB CHT ike, F.E. Wright 
及び E.S. Larsen (&C Mibee 575°C 附近 で ある と し た 。 併 し 中 央 部 
は 更に 之 よ り 低 源 と 考 へ られ る 。 

ペグ マタ イト 岩 脈 に 於 ける 成分 礁 物 の 卓 出 順序 は 必ず し る ゃ 規則 正 し く は 
kW. MSH RMAC SUCH TS. PICHIA 


alain 
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Lik th OFERRETE & SAT S PMI PICMRSNSICHL, HE 
WiC iHh ST SRM SROR EICHEL, 早期 品 出 の 春物 を 被 朴 する 。 こ と 
OPT MOMs L DEL CLOT, BAH ORCS RB Ric 
HT SBONARLVELRLOLBAGN TCHS, 

或 る 種 の ペグ マタ イト は F, B, Cl, Li, Dy, Th, Zr; Y, Nb, Ta, Be, U 
ROUGHES & BT STMICHY. Le OIC RIE, DEIRTG, SHE, SIG 
Bley Ay BA, BOKSES 1c Gi, Hh, SS, EO DUE ROM LD Bh 
られ る 。 

BOKEM EER AT YS OT EICHET 5. MNES RIEUY 及び 宮 
UR ILAMALL ?) の 如き , 叉 党 地 飯坂 村 の 如き で ある 。Mo AtEMAO—K 
HK CH SAS, BOKEMEO MMI LBAS MTHS. 例 へ ば 
BUKIMEIL ペグ マタ イト の 中 央 部 を 構成 する 晩期 品 出 の 石英 に 伴 ふ と と 
BRO BOK IMILIER BLOB RAO tinh & ART SHAOS ST EGICH 
Ss 

右 英 脈 は ペ マグマ タイ be MRE L, USER IC HABE BE ILC Be 
と の 困難 な 場合 が ある 。J.C. Brown に 依る と ビルマ の タ ヴ オォ オイ (Tavoy) 
地方 に 於 ける 含 鐵 マ ン ガ ン 重 石 一 鉛 石 ペグ マタ イト は 同じ 太 物 を 含有 する 
AIRC COBEN HHO MARAE CEES So TC ORI MWS AWC FLAY Sa 
て ゐる 。 WNEVIx WhkO Berezovsk CMU Zoe GRIk, Dakota 
州 , Black Hills に 於 ける 鈴 , 鐵 マン ガン 重石 及び タン シタ ル 石 を 含む ペグ マ 
タイ ィ イト の 如き で ある 。 こ と この Black Hills に 於 て 興味 ある の は ペグ マタ イト 
Db WEF LIBERTE Y INGOARLRET S, 

BOK SNE Bie 7 Wy BASH IC IRE OLN we 4 ト の 方 
に 濃縮 され る 傾向 が 認め ちら れる が , SHAKAMEAEME KTBGABG Ww. 
PN UR ee, ZIG KRW OMA CHMICIAT SZ, LAB 


1) BhRGRHRE 14~18, 12 16, BY eeu Ase poB 2, AA 10 
2) jERREBACES, rage 25, 100, 昭 .16. 
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PIA DF F (CE CBA PIC AIL, Quebec の Indian 件 島 に 

BOT ls HKSAR ASL CRB RO BRERA LTC, Teja hO 
BIRIC HEF So 

SAL HLM XO —iIC FAICHH ST SDS, PKS L % AH 

と は 限ら な い 。 PLELGOU AY, タツ ヴォ オイ 地方 に 於 て は , MK, Bo 

0 FYB, HA, BH, BSE, WT, PAR, HSA TK, REA TEO I 

CHS. COPFVAFAMFORMAERARORECKRS, SAICZLY, 

Mo が 稀 元 素 と し て 取扱 は れ た 原因 の 一 考察 
週 期 率 表 に 依 つ て 第 六 族 の 金属 元素 を 見 る と , RFR 24 番 の ク ョ ー ム 


第 = 表 
Ei 物 名 BH BMA ・ 1 BK 
Cr-minerals Stolzite PbWO, 
—$_______________| Hiibnerite MnWO, 
Chromite FeO. Cr,O, etc. 
Daubréelite FeS. Cr,S, Mo-minerals 
Uvarovite CagCre (SiO4) 5 
Crocoite PbCrO, Molybdenite MoS, 
etc. Ferrimolybdite Fe203. 3-4Mo03. x H20 
Powellite Ca (Mo. W)O, 
W-ninerals Chillagite 3PbWO,. PbMoO, 
Se i Bh ma GF ie Oe 2s OE ee Ne Ce PbMoO, 
Tungstenite WS, Koechlinite Bi,O,. MoO, 
Tungstite WO; U-minerals 
Wolframite (Fe, Mn) WO, ee — 
Scheelite CaWo, Uraninite Uranate of uranyl etc. 
Powellite Ca(Mo, W)O, Autunite Ca (UO,) 9: AsgOg. 8H,O) 
Chillagite 3 PbWO,. PbMoO,| Euxenite Niobate and titanate 
Ferberite FeWO, of the Y, Er, Ce, U. 
Ferritungstite Fe ,O3. WO,.6H,O etc. 


(Cr), 42 番 の モリ プ デ ン (Mo), 74 番 の タン グ ス テ ン (W) 及び 92 FOV 
ラン (U) の 4 種 が ある 。 と の 中 Cr を 除く 他 の 3 種 は 稀 元 素 に 属す る 。 
今 此 等 の 元素 を 含む 主 な 太 物 を 掲げ る と 第 夫 表 の 如く で ある 。 

PERO U を 含む 奏 物 は 種類 が 極め て 多く , BR, RRB, trv 
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酸 堅 , = オプ 酸 堅 , VI>~RBRODKRBSLL CHL, 又 他 の 三 元 
素 を 合 む 確 物 と 比較 する と 化 罰 成 分 も 覆 雑 で あぁ ある 。 CORMRKY I> he 
(autunite Ca(UO。)。P。0。・8H。0) 2s{bBsto bce eek (Fe,P,0, - 
8H,0) Off e BMORRICH 47 LMS TRHKS ZC LECHOT, SF 
ICH CIA HITS SRABSS5 23. | 

U を 除く 他 の 三 元 素 印 ち Cr, Mo 及び W OMMBMEHRITS2, (LB 
式 の 上 で 談 の 様 な 開 係 を 認め る と と が 出來 る 。 

元素 その も の が 遊離 し て 天然 の 礁 物 と し て 産出 し な いと と は 三 元素 に 共 
通 な 性 質 で ある 。 Mo と W と は 硫黄 と 結合 し て 硫化 奏 物 と し て 産 す る が , 
Cr の 硫化 春物 は 未だ 認め られ て ゐ ね な い 。Cr の 場合 に は Fe と 共に 酸化 物 
及び 硫化 物 を 作り , 7 2 — ABH (chromite FeO・Cr。05) 及び ドウ プレ ェ エ 
石 (daubréelite FeS・Cr。S。) EL CHTS. TOR Mo 及び WW が が Cr 
と 異な る 一 つの 特徴 で ある 。 

RICH & HICH HE b , ALAM (crocite PbCrO。), 黄 鉛 (wulfenite 
PbMoO,) 及び 鉛 重 石 (stolzite PbWO,) と し て 産 す る と と は 三 元 素 に 
共通 な 性 質 で ある 。 HL Mo と W OMICHMARBALEC—-OOR 
chillagite(3 P»hbWO, - PbMoO,) を 作る 性 質 が ある が , Cr と Mo 及び Cr 
と W の 間 に は こと の 様 な , 相互 に 結合 する 様 な 物 は 認め られ て ゐ な い 様 
CHAZ, TOMI Mo 及び W が が Cr と 異な る 第 二 の 特 徴 で ある 。 

次 に カル シウム と 結合 物 を 作る と と は 三 元素 に 共通 な 性 質 で ある 。 併 し 
Cr Cite EME re SK 2 — AIBA (uvarovite CasgCr。(SiO』)。) と し 
CHT ZICHL, Mo 及び W CikKY =H (powellite Ca(Mo, W)O,) 
及び 次 重石 (scheelite CaWO,) 2 UCHL, ERE As Hb Ni. 2 
の と と は 第 三 の 異 な る 性 質 で ある 。 

ML PEM REE ICR CBA SLKORGHEAHO ENS, Cr ORT 
石 は ク rー ム 鐵 足 で , Mo OE RBA HOKE ARORHE, RW の 夫 は 
鐵 マ ン ガ ン 重 石 及び 次 重石 で ある 。 印 ち 此 等 の 元素 の 濃縮 され た 多量 に 産 
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Ft Zi WALEKOLCHEL (BROTH S. HO CHHMIKE b Fai b 
Da — d SEGRE ERC BIC OK RIB EL CLF BH BBE LOK 
PRICHET SICEL, BOSE x v WY BRU RERIN DXF SF 
A bi a, Bk OC (CML LHRO DS SUBARICIRG I TADS. 
VEE O BERR i IC TE Be BRE, Et Citi 
DXF TIA wWK, ARR TE CE SL eR AT ICD Bo | 

FUSBA0 THRAHC SHS SNE AHS CH SULGETROBS 
百分比 り を 見 る ろ に , Cr lk 0.03%, Mo は 0.001% RE W は 0.0009% で 
BS. Mot W は Crik 比 し 著 ヒ く 少 量 で ある 。 併 し と の 百分比 の 少 い そこ 
と は 必ず しゃ 稀 元 素 を 意味 する る の ゐ の で な いこ と と は 次 の 例 か ら も 明か で あら 
う 。 例 へ ば ジル コ ュ ニ ウツ ム (Zr), FP=7H (Ti) 及び バナ ジッ ふみ (V) 等 は 
稀 元 素 に 入れ られ た 元素 で ある が , その 宣 量 百分比 は 夫々 0.025% (Zr), 
0.61% (Ti) 及び 0.02 9%(V) CxO 0:0005%, 鉛 0.0016% KU 
HAGt 0.02% より 多い 。 

然るに Cr が 普通 元 素 に 入れ られ , Mo 及び W asic AN SNT 
ゐる の は , Cr と Mo 及び W 間 に 上 に 述べ た 様 な 種々 の 相 異 跡 が あり , HE 
出 が 基 し ぐ 僅 少 で ある と と に 基く ぐも の と 考 へ られ る 。 

次 に Mo Hee W 礁 物 の 間 に は 火 の 様 な 相 異 申 が ある 。 

Mo (cRebehe FIC PK ME 7 =). SV OS Ly GR (ferrimolybdite) を 
作り ,W Bee RIC Bk 7 =) - PY AAS vi (ferritungstite) 
EVES. ZAM AICHBKEACHS S. SFL W に は 人 鐵 重 石 (ferberite Fe 
WO.) RSZIV A AF VEE MBS SICHL, Mo に は 鐵 の を そ リ デブ デン 臨 
PML i, COR Mog W Lk SELVA CSS, WS 
Mo (£PMEO ICA LY LEAPED IEAAIC FLG AL SERGI AT 
TOLER Ee SBUK ENE ICRET 2 MEd 5 b Wd» CHS. fi] Mo HRNO = 
な る も の は 第 堆 表 に 掲げ た 6 種 で ある 。 別 に 水 鉛 華 (molybdite MoOs) な 


1) Fersman, A. E., Geochemistry, Leningrad, 1933. 
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STD HEARED BMT DIED, ATO (LARC AREAS DH Y , 最近 は 
Fry - eV SFL (ferrimolybdite)) LRH nie, 

BOK EMD AFP IC ENS SEHK?) を 犬 別 す る と 次 の 5 種類 で , を と の 中 
ERE Ore (1) 乃至 (3) CHS, 

(I) FERVAICRIIROD SSP +7 4 PIRES = 74 PD PERSEIR 

) 石英 脈 に 産 す る 場合 
(3) HEARICHET SBA 

) SB Pict 2BA 
5) 含 銅 硫化 礁 誠 中 に 産 す る 場合 

TOPIC, WeSC He AREA IC HOIKIC Et Va < FESS ETA EB IC PET SB 
GR) SOM MEER DS. 

Rein” it (2) (CH CHAR, RAKOMICRAS, (2) IC CIR 
BE, HON, AO, MRO EE, (3) に 於 て は 黄銅 中 を 主 と 
L , ROE, RUDGE Et, 次 重石, 石英 , TS AR, TRE ORAS C 
HZ, WOME MOERLORRILED 及び IVT AF vy TC d 
る 。 従 つて Mo は 親 銅 性 の 元素 と 云 へ る 。 

以上 に 逃 べ た 事 を 要約 する と , Mo が 同じ 第 六 族 元素 の Cr ich LMT 
素 と し て 取扱 は れ た の は , その 産出 の 稀有 な る と , 地 毅 中 に 含有 さる ぃ 量 の 
Prat &E LKR MORMD ESE TEGICIEC LOT, COMPO 
いこ と と は Mo が 他 の 元素 と 結合 する 場合 の 少 い ひと と を 示し , Cr OME 
AICHE L Mo が 親 鉛 性 元素 な る とこ と と に 依る も の と 考 へ られ る 。 

Mo は 地球 化 邊 的 に 循環 元素 9 LBOBOMN, S と 結合 する 時 に は 特に 集 
中 し 濃縮 す る 傾向 が 認め られ る 。 GHERO Mo HRs hl Sic, HCD 


1) Dana’s Text-book of mineralogy. 4th. edi. 
fee A, #80, 261~271, 昭 18. 

2) RA, AESOP, 1, 41~42, mf 12. 

3) JEL MAG, HE 25, 100, Hf 16. 

4) GRAM > Sa AHS So 

5) 高橋 純一 , WERLB, 25~42, 昭 8. 


本 52(12)  BSBRMBREBE a 60 


RIeEVASFYRBEMOMMNDTCS SZ. ES Mo の 常 源 常 摩 で 安定 な 形 
は 硫化 物 又 は モリ AF YRBCHZLA~S. CO PHMEM IE Ed BOK 
HREOC, 他 は 絶 て モリ プ デ ン 酸 堅 確 物 で ある 。 COBUKABAS—K 
的 の 礁 物 で ある と と と , 黄 鉛 店 が 二 次 的 の 太 物 で ある と と と を 比較 考察 す 
SL, モリ ブテン 酸 臨 礁 物 の 一 部 に は 二 区 的 生成 の も の の ある と と が 分 る 。 
fRLEV AF FY RRR MOBIC —-KRMEROLCODKLGS. KITA 
(Ca(Mo, W)O,) の 如き は と の 一 例 で ある 。 (ho We BY ZLEKBA (Ca 
WO,)Ik-RWICN FT +I 4 PAGRIRPICHL, BH, 黄 玉 等 を 階 伯 す る 。 
BIS RB AIR ICH AS ODS GAM LICT EMS, REBATE 
する ペグ マタ イト 岩 脈 に は 銘 石 (SnO。) & HF SHS, BOKSGE (MoS2) OF 
き 移 元素 確 物 を 産出 し な い 。 WEORM Db, 揮 可 成 分 に 富ん だ ペグ ダグ マタイ 
bE aiktik Mo 4207 FY RBB We UCTHHL, HERAOLS ~< 
7PrFIA > RSI AHOKARL LECH TSU DLBnSbHNS,. 

HS IC fitt OAN DR Ais & AB F OS AL 7S ICRRHO BRE RT 3. 


超 基 性 岩 類 の 岩石 化 墨 的 研究 ① 
REGRBNEI-bSv ES 


Petro-chemical studies of ultra-basic rocks (I) 
Cortlandtite from Osahuzi, Nagano 


Mme 信 A fit = (Vagi-K.) 


eof 
従来 起 基 性 岩 類 は ク ョ ー ム , 27 FOS ENORMS LCRA 
され て 來 た が , 最 近 に 於 て は 岩石 織 維 の 原料 等 と し て 電 歌 忠 工 業 の 土 照 と 
し て も 重要 な 意義 を 有する に 到 つ た 。 乏 に 反し その 岩 右 架 的 な 研究 は 他 の 
岩 類 に 比 し て 重 等 閑 に 附 され て ゐ た 傾 が 認め DAL SMSABMICHT IZ, 超 
JEHIEMED 127E0 VEL, RRARHEEPITIC IRD & TERABMEMEI, AF me en 7 aR 


細 61 AH # Rm xX 本 58(13) 


RE, BE ORRD SABE i. FEA AEBIS MEMO F Ic BE 
2,3 DRBIEEE IC WEE FIC A AES Ie LI PIER FIOFe, HeICt 
OMS LCI LAER EIR 2 — bo YF RICRE CHORE 
DH REET SZ. KLE SICH 9 , 本 問題 を 興 へ られ , PRG 2A 
指導 を 賜 つ た 高橋 教授 に 深謝 の 意 を 実 す る 。 又 渡 洪 教授 より は 有 委 な 御 導 
MICHO, 記し て 謝意 を 表す る 淡 第 で ある 。, 
I= FYE ROR 

BAPE OME SO EB REO ALHB IC fie F SSP RES EEO 
HEIL HE BAC RR VW C; HIS OM HBR OUEAT SRC る 。 
rae k DRIC HE SH LILLE LW 7 HIC LT RRA PE ICHS, 7 
2 SWRI ZO— AHEM DAVEE CHOOT, 2a-— by EHS ・ 
の 附近 に 小 丘陵 を な し て 産出 する 。 POA AWC RCSA , 
IU? HORM ZAKS BRENCHSDb, 普 に は コー トラ ンド 
岩 の 産 然 を 明か に する 人 劉 に 簡 思 に 四 近 の 地質 を 廃 明 す る に 止め た い 。 
SAME IEIC (LBA DEES So AICS HTP ABEIA BE DEL ¢ 
Teo dS HS Ds SRR BAUE Ch HEE ASAD CT RES CBF Cd REE LO 
WASPS TOE EI WE LET NA CHS. BIREOAAICHT 
As ZICREA, AK, BE, ANAL ERDMDL L, MBRALBYS 
れ ぬ 。 MALS & LT LBRO, RR, FP YR, Oe 2 YE LK 
の モル Fv HE, RIL, PRA WP, RIPE, RERRED BS CH 
ABRENEROTHS. BEIM b OA BOK ENE 30, ATR 
Wp lt oC KN IL RIC BL, BHI? vs 7 EER 
LTES, ENS AIEEE Id RH O PRABEPR IC IED ( ICHEO TRAIT 
WORBBE LE SICHS., TCOHMBRNBHORIc ik, FREGHLAA 
1) HX BAR: 信州 高遠 地方 の 地質 , ARABS, 昭和 3 Fo 


2) PW: BRR OMB CTH SOMAMORE (I) 地質 46, 
169, 昭和 14 年 。 
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が あり , HURVICHEAOW Dw O &, BNE RE NAO Ms He AT 
ZVOEMHS., ZOMABABT MACHO T, PHBE, PASH ISIC 
前 者 を ポー フイ r ョ イド 様 岩 , 後者 を へ 
レフ リン タ 様 岩 と 分 類 せ られ た 。 和 検 鏡 
すれ ば 所 調 鹿 看 片 旗 岩 類 は な いづ れる も, 
Ak, PRAKULEOMBRADSE 
Wee AL CE), AIMWELT 
は 黒雲 母 が 見 られ る が 量 は 少 い 。 Ba 
Bio RHIC E BORE 
Ck), ROP MASH S11, HEE 
の 一 致 を 見 な い が , 本 問題 に つい て は 
IC ILIA. JreR BEES Mita lk 
の 東側 に 於 て 中 基 構 造 線 を 以 て 三波 川 
RLBNAGS s ReaHA Ta IC HLT 


IRN HR ME Bb FEM HB ゐる 。 例 へ ば 板 山 東方 小豆 坂 に 於 て は 
1. aR IEPs a 

bi piaiawn atte ASL MELA CRS ICES 
3. SDI Rite es AHARICMEAUS, za hav Ew 
4 he YY Pe 

5. tb mt Je RH ARAB RK OF JT aS BE Dl 


中 に 小 丘 陵 を な し , toOmbitm loomx50m f7rCHS6 Da», BIKE 
が 不良 の 上, 調査 営 時 は 積 者 の 外 コ テー トラ ンド 岩 と 周 園 の 岩石 と の 闘 係 を 
確 め 得 ず , PLO CHEMAML 2-— b FY FROVOILASEIC HAL Zedld 
RIBCH SZ, Lela- bay FROMGICRL T7774 TROBE 
Oi GeeikictfeELChHSBBr bid, Rika- bry Faley< 
LUCERO DSTI 71 PPR DN THOZO TARY 
か と 想像 され る "。 


1) PRB 2 boy POE PRES Be CHOSLMA HEM, BH 
a ( Obs BH EHEDE PORK, 
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コ ョ ロー トラ ンド SoZ RSH 

AI bh TY FRIST AE ICR TER SRE BOR RECHSS 
が , ME LARALMMOSVBELKLEROCHS, BA CAB HASE 
ELF +7 LH ANAOKS hiiih (2cm に 及ぶ ) が 認め られ, その 
ICME BUTEA, BBE 4S ITY DICED SIRE DAD 
で あつ て , RBOBLVBMACELTHS, Mb >AYY-ThES 
CHAGiN, LBld 3.16 で ある 。 

$i FICtasd SICERAEMILEOWAICUNS LAA, BEG, SRR 
EE CT ill OTE IS RR, VARZK AG, 2 ARN, TPR, EER, BRIE 
BC Stal F AIRE ATS RARE AMG 56MIN, 
BAA AREA, 0.5~20mm jerICRI S 色 は 終 色 の も の が 大 
部 分 で , 褐色 を 歪 び た も の 少量 見 られ る 。 REOGA MMIC ABA 
褐色 で 外 殻 に 向 ふ に 従 ひ 線 色 と な る 。 叉 少量 で は ある が 殆ど 無色 の も の ゃ も 
FEF SZ, SAPEAKOM< CHE VIC KY, 


X 淡 黄色 XH 
MY 色 褐色 種 \Y 淡 線 福 色 
ZH Me Z ik HB th 


BSpAlk k ¢ BETS ASMAILBO SAB, ARABIL-P SHELL ORES 
L, L#IASICIBO CHRIEAILIFHE SO 7LOLECIEAY, HBER 
は 次 の 如 し 。 
2V( 一 ) 86°~or° = (110) BERR ECs 2 

feeHZe ny’ =1.637-~1.639, Ne = 1.651 ~1.655 

YER cAZ=2I1~22° 
AN Als ABO ine ETI, MIB LOCO Holi] & FEHR L, BE 
BA, 輝石 等 の ABER Be RAFI TY 7 RABLTHS,. Ik 
eeIS QAR BiH SISA, SEP ICT MLM CH ATCHS. Hemi z 
の 開 係 に つい で は 炊 に 光 べ る 。 以 上 の 角 関 石 の 他 に 殆ど 無色 の 長 柱状 の も 
の が あり お そら さく 陽 起 石 質 角 隊 石 で あら うと 思 は れる 。 
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MRA 大 いさ は 05~4mM, BA AWAICKY, ABE? S WARE 
UrPABLAT, MBC V7) -YRRE A, 比較 的 新鮮 で ある が , 
BEBA (tS BIC HBUEORIEAICBL, LEO ERR TH LT 


第 FR 園 


ュー= ト ラン シンド 岩 


Ho 角 関 石 OBER Au HEA 
Hy Sie Bi Bee 
AC HBT STCERMCSEV, 2V(—)=80°~82° CZ) GH LIAR 
分 は Fo 75 Fa 25(mol%) で ある 。 

BREA MRAL D Dots, 普通 輝石 と は 略 等 量 で ある か 又は 稽 多 い 。 
大 さき 0.2~2mm ABEKR skies AT, MRE Aeet ted, 
PilCM A OMG DGD NS, SPELL ¢ 

X 淡紅 褐色 2) V2) 2 
Y #8 & 
Z RR 
c OB td 5 sa En 80 Fs 20(mol%) と 推定 され る 。 
SEA AwaK, LSA O5~3mm x HANG LAE 


細 65 Aw 4 RR 次 本 57(17) 


な すこ と と が ある 。 HILRREATSEMABDS SE NK, (100) MHDS, 
REIMER RMMAKETCEBSS, 
| 2V(+)  54°~56° 
cz 40°~44° 
mat fA IC Mein CHIC SLIP kh, LABTIKE 
な し , 多 色 性 は 比較 的 弱く 


X BR 
YZ Bat (MRE EAC) 
2V (—)0° 


ス ビ ネル 0.2mm 以下 の 自 形 小結 曲 を な し , 量 は 極 て 少 い 。 青 終 色 で シ 
ャ グリ ー ン な 感 を 旦 し , 又 澤 開 が 見 られ る 。 周 園 k 磁 鐵 確 粒 を 析出 し , 普 通 
の pleonaste で ある 。 

BRE {BEAR LMORMMOMECIAT 5, ADE MW—KMNE Pm 
RAT PILBRA SHCH SB, BES ¢ RIEAIEMEM ICH SE LKNO 
成因 を 有する も の で あら 35, 

GRA ICH L OBE RLOC RICA MADD LBL TAR 
SNLOMBHS, WREATMSE < antigorite に 属す る も の で あら 5, 

BWBROLSWARHR KiSiaet 用 ひ 角 関 石 と と の 中 に ポイ キリ テ 
Y ZICME SS S$ MWOrh WOM IC tet SHANG BRE TIN Ze, & 
PBAICELS & fA LRA, atic API RRR E OHMIC AK if 
MIE Ge Ot BAT BARI TE EL eo, BUS ILSEA A © Dep ld BIC Be 
られ て ゐる の で あつ て , GULET もの で は な い 。 BEG ILIE x RARE 
PICMB SN SB, COMBOMIC LHS ) WRAMRIAKVERTS 3, 
4, LPB OSE FTE eT LIAN SNE HICBY 7, ZICKL- MAH 
(CEERI D FLIED 7) ADDS BEBATK IC 入込み ETDS SP (HD A Ic Ix 
て ゐる る も の が 極め て 多く , LIENLVSvoGHNEL TEMA OMRoMIc 
な つた た 場合 も 認め られ る 。 こ と これ ら の 小結 品 は 散在 し て は な る が 人 本 骨 と し て 
同一 の 光 學 方 位 を 有 有 し, COMME HN St, ANB ROT Bt 
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OBB X,Y 及び Z の 方 向 を ほな で 共通 に する 。 LeL=Hhlssee 
ICIL—EEF IG 10° 内 外 の ズレ が ある 様 で ある 。 あ る 連 品 に 於 て は Y Hh 
が 完全 に 一 致し , X 及び Z 軸 の み が 夫 え 僅 に ズレ て ゐ な る も の を 規 察し た 。 
人 印 も ちと の 場合 に は 爾 者 の b- 軸 が 共通 で ある 。 耳 津 先 生 及 び 渡 邊 ( 新 ) 博 士 り 
LBL D (ORIG + BEG & OMAR & TIN, PA IS 3 結晶 軸 a, b, 及 
c OF eM ICT SPT MAR BV cH Ne, Ke hom 
BARES ICMMUtT |e a,c の 代 に X,Z Ev HCTF SZHCHOTt 
OS, GRAZLUASO KIUBICK CHIC LS SN RRR ¢ FR 
と の 平行 軍 上 品 の 全然 認め られ な い の は 興味 深い 。 本 岩 中 の 角 了 図 石 の 化 硬 成 
SP IND ESIC MOVED IC REX 分離 を 試み た が 第 2 園 に 見 る 様 に 極 て 包 裏 物 に 富 
CE, 純 灯 な 試料 を 得る 事 が 不可 能 で , 中 和 途 に 於 て 放 乗 そ ざ る を 得 な か つ 
7e MILB CHO7e, 
I= bSyvESoOcSRD 

RADLEY ORRAKD RICKHT IM CHS, 


Wt% Mol. Prop. 


SiO。 43.90 732 Norm Niggli Values 
TiO, 0.43 5 or 1,67 s 74 
Al, Oz 5.62 55 ab 5.76 al 5.5 
Fe,03 4.36 27 an 11.40 fm 75 
FeO 7.80 108 di 29.64 > 18 
MnO 0.17 2 hy 6.52 alk 1.5 
MgO 23.42 586 ol 34.41 Qz —382 
CaO 10.02 179 mt 6.26 k 0.21 
Na,O 0.67 11 ap 0.34 mg 0.78 
K,O 0.27 3 il 0.76 o/im 0.24 
H,O+ 3.56 — IV 122 Section II 
H,O_ 0.33 — Palisadose 

P.O; 0.18 1 


a ee Sritin F ie Ad bas 
Total 100.73 


TOL BK SPE LO za-b FY FHMOSHNLIEKT 2 BicHRK BS 


1) THER, 渡邊 新 大 : RRMAUOBMRE AOR (1) BRE 28, 205, WB 15. 
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Ze, Bd» SWADERIT TALS OLESBRFAVIDNG LHP LTES. WM 
% SiO。, Al,Os, Tr H#VICEL<, $%, CaO, MgO 特に MgO に 極め て 
富む こと は 超 基 性 岩 類 の 特徴 を よく 示す も の で ある 。Vogt リ AHA 
A, 角 阿 石 等 に 富む 所 調 proto-enriched anchi-monomineralic rocks の 
化 四 成 分 を 詳細 に 研究 し て ね る が その 成分 を 検討 する と 炊 の 事 志 が 知ら 
4. Siew <8 epic LOTMA L CHM SSE 


5 Sy =a cee ig sce 
ay, ay ay Ma diy = SEES) RE E+E AEA 
| SS ie EEE HE BLAH +P a 
TAP BUCH Bo ve ence certs cence ees cece eer enense AE GH + TAREE 
SSR RO he Rh os HE A+ AN G+HA 
と な る 。 THN5 OBR LOUK TILRLCHAZE (WN Daly の 
第 RR R 
I II GET ING Vv VI vil 


SiO, 43.90 47.13 43.15 44.57 42.96 43.46 44.45 
TiO, 0.43 0.55 2.28 2.00 1.27 0.40 seo | 
Al,O3 5.62 7.81 9.53 10.12 8.11 6.84 6.40 
Fe,0, 4.36 2:07 3.40 4.54 3.31 2.719 2:91 
FeO 7.80 9.02 11.46 8.34 10.36 8.93 7.89 
MnO 0.17 0.35 0.18 0.12 0.23 — 017 
MgO 23.42 15.03 16.89 20:52°" ~ 19:30 30.20 25.05 
CaO 10.02 14.17 8.58 8.90 9.65 4.36 8.52 
Na,O 0.67 9.48 1ST 0.72 0.24 0.77 092 
K,O 0.27 0.52 0.76 0.22 0.11 0.63 0.54 
H,O 3.56 2.82 1.28 0.15 3.46 1.80 1.83 
H,O 0.33 — 0.76 — 0.47 0.08 

EO OE 0.134 2 G10 = 0.05 0.11 
Total 100.73 100.34 100.61 100.34 99.82 100.31 100.00 
I BW A 分 株 者 . 信 木 . 

Il Pees A 分 株 者 . 高 柳 . 

III Stony Point, Anal. Steiger (CO, 0.34) 

IV Mansj6, Anal. V. Eckermann (S 0.06) 

V Pyhalampi, Orijarvi, Anal. Eskola (NiO 0.05, Cr, 3 0.24 S0.08) 
VI Etang du Diable, Pyrénée, Anal. Raoult 

VII Cortlandite, 6 {f]/2722 Daly. 


1) J.H.L. Vogt: Physical chemistry of magmtic differentiaton (I) 1924. Oslo 


ad 
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平均 値 を 見 よ ), 上 記 の 順序 に Tv MBE a-ha Y FRICBSICO 
れ て MgO が 題 装 な 減少 を 示し て ゐる に 反し SiO。, Al,O,, CaO, #%, 7 2% 
カリ は 増加 し 特に CaO, Al,O, OF MAHL, ZikBic Vogt b seis 
し て ゐる 所 で CaO と AlOs, CaO と 岩石 の Fe,SiO, 成分 , MBME OM 
に は 平行 的 な 載 減 闘 係 の ある と と を 示し て ゐる 。 Vogt LZxXB2TCHMIC 
Ath L7ehihPAoBAwe cL SLR CH SA, RECT OPMAG 
Ca-hFyFROMABABERS Si: PBPeEKctant_et hv. 
コー トラ ンド 岩 の 成因 

ZNBICZRPDb AK hZAY K BL 0D RE HAREE © 9628 LC Eize Williams”) 
が 初め て コー ドラ ンド 替 ” と 命名 し た Cortland m Stony Point の 
Asa 2 ER a & ZICHEA L7etE mao Hic HL Danarcinigs2-—b7 
Y FHOBICHA LR DOCH SH, ZICABARE, HEME, STEGER 
BE OEP SLB ALS EW3s, 

Eskola ®) が Orijarvi 地方 の Pyhalampi jij#Ed.6 “peridotite” + LT 
記載 し て ゐる も の は 化 界 成分 , 牧 に 礁 物 成分 か ら 見 れ ば ュー トラ ンド 岩 な 
る こと と は 明か で ある が 之 は 微 調 長石 花 Maric LOTHDMNTHS. von 
Eckermann®) が Mansj6 ICRC “NUL Y TA THR ELTHSNTHSYB 
の は 上 記 Eskola の 岩石 と 全く 同一 で ェ デ ン 石 を 主 成分 と する コー トラ ン 
FaCh OT, 之 も 赤花 同 片 施 岩 中 に eulysite と 伴 つ て 産 し , 地 質 園 に ょ 
» AIBA TALL WA DIC HE hdzs IC LO ADM CHES. RMICACHL SWE 
DISK PEED Ab AYER CH SDDS, PRB) ICHNITABS 


1) G.H. Williams: The peridotites of the ‘Cortlandt Series’? on the Hudson 
River near Peekskill, N. Y. Am. J.Sci. 81, 35, 1886. 

2) P. Eskola: On the Petrology of the Orijarvi Region, Bull. Comm. Geol. 
Finland, 8, 89, 1914. 

3) H. von Eckermann: The Rocks and Contact Minerals of the Mansjé 
Mountain, Geol. Féren. Forh. 44, 240, 1922. 

4) YE. : Cortlandite and its associated rocks from Nishid6hira, Prov. 
Hitachi, Sci. Rep. Tékoku Univ (III), 1, 33, 1923. 
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TS EG Nitzer PIC HEL, BRAT 794 KEORIRICMS N, HELO 
間 に は 角 関 岩 , PSPIBEH, ASEPIMOSE Lb he a ieAeas BIC BES 
So A MAY RH RHUO a-bFy PRICOVTCEICHE B+ DY 
が 記載 し て 居 ら る ぃ が 其 産 欺 は 明か に され て ゐ な か つろ な た 。 筆 者 は 先 年 同 地 
ROR, 採石 場 に 於 て 見 事 な 填 頭 を 閣 察 する 機 舎 を 得 た 。 MOREA 
HO BEATER AICRIAENZ LOC, BRORMICL D Han rexw 
SICRTLA- AY Fedo REE, 関 線 岩 等 の 中 間 岩 型 を 経て 花 贈 関 
続 岩 へ の 少 移 が 明 に 認め られ た 。 此 に つい て は 次 の 報 文 に 於 て 詳 逃 する 汐 
FECTHS. UWB? OE SNe FS SPITE OMB IEEE Us 1h EE 
Ae AfcigaicCkvPASN CH, BML LCA-—b sy PBA 
O65. MALAKRAMRE RAD A RY HAO HHMI L SHH 
分 化 褒 を 以 つ っ て 廃 明 し て 居 ら る が , HH AMICH TS IM Ciao 
KEAOAL DE SICRL, 7EMBMICL DA DN7eSMMIC Ah x RHO 
ペー クナイ ィ イト (A-bAIY FRESE) MERSTEL vB HE, Ha 
分 化 作用 の みな ら ず , FEO VB b BB ICAN SNE TLD ZEVD, 
AES ATS HDT CLS A EK th BOGE DSR TIC 
56 1, HA, KGL? Ck MEZA TEMA ANIC Ri Petits 
-l7yY RAMA LK DD REORERALALTAS. BF MMT 
WBE S TORT S Ek A BIC LR ORES KE Be LHI IC 
PEELS SO, ZeRBIT MULE LISHED (OPN BIC HE aS SE 
され て ポイ キリ テイ ツク 構造 を 呈し , MGRU CH ZMa- hI PB 
と 笑 す べき も の で ある 。 

特に 興味 ある の は Pyrénée Wi Hic Wit SE ij BORE fhe B mk VE AT, 

1) HARA: MAM — bor 4 MRT, Hh 88, 27, 大 正 15. 

2) 近藤 信 興 : ST Gp ee 地質 36, 昭 4 年 。 

3) ARA—, TARE: TAMA CRU SHSASRKCRT, ae: 80, 85, 


AR 18 年 。 
4) 人 本 貞 助 氏 の 談話 に よる 。 
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i Sr 
Lacroix) ORM BASIC EIR O7FE HA Id RIC REA L,I 
SB OMICH LV IRAVEHDT ANH RELIC BU ARG LEMAR LO 
EBL LC - boy FS, SA, PORE, ikke eo sities 
類 が 生成 され て な みる と いみ ぁ ふ 。 

PLEAD EPIC HE CHAN HICK RI Y FRORKGRAVEM AME 
MEE BR EERO CHM TSC LEA TNS BRCHS, La-b7v 
F BOILERS HORE ic let Al,O3, アル ャ ヵ リ , CaO 等 が 増加 
し て ゐる と と は 輝 に 指摘 し た 所 で ある が , と これ ら の 各 酸 化物 は 花 賠 岩 虎 が 
導入 する 際 に 周 園 の 岩石 中 に 交代 的 に 漆 加 され る こと と は 一 般 に 認め られ て 
ゐる 所 で ある 。 但 し CaO CON THEY RHMOMLS OB, 筆者 は 岩手 
懸 薄 衣 地方 の 接 箇 希 成 作 用 に 於 て 石英 関 線 岩 より ホル シン フェル ス 中 に CaO 
OMRMs Net BENA SAL RBAECH), 其他 に も 花 論 岩 築 に よる 
CaO の 交代 的 漆 加 は 必 し も 稀 で は な い 様 で ある 。 次 に コー トラ ンド 岩 を 
特徴 付け て ゐる 角 関 石 大 唱 の ポイ キリ テッ タク 構造 は , 花 賠 岩 中 の 基 性 捕獲 
FAP FOP Id FREAD PERE AIT IS THE BDH SD NHFTHS, TH 
SOKA, RA, BEEP WORMS > \ KE ABO Peftiih & EEL 
て 居り , ZRIRREBIC ko NG PRERAL ( RELRHECHSE 
考 へ られ て ゐる 。 

VEOREOB ADS ER aA K PAY FRO LEMS LOM 
PRA O Un S BIER ASE a EP ICL DEN, LRIUCOHALRLO, 
-Al,O;, CaO, アル ヵ り 等 の 物質 の 交代 的 添加 を 蒙 つ た を 結果, 本来 B EH 
棋 石 又は 交 石 と し て 品 出 せん と し , 有 記 至 は 既に 品 出 し て 居 た も の が , 角 関 石 
と し て 品 出 し し, 乃至 は 再 結晶 し て , BER 3 RE Pe ELT KA + 
YY DHE PE LOPOCLEVDEBAKO, DRZORITLO 
1) A.Lacroix: Le granite des Pyrénées et ses phénomenes de contact. Bull. 

Carte geol. France, 64,71 1898~1900. 


A.Lacroix: Les péridotites des Pyrénées et les autres roches intrusives 
non feldspathiques qui les accompagnent; C. R.165, 381, 1917. 
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て は MgO の 衝 激 な 減少 や ゃ 鐵 の 増加 等 は 訟 明 が 困難 で , Zicit Vogt の 


廃 く 結 唱 分 化 作用 る 闘 興 し て な ゐる も の で あら I. LBLAF PEN THR 


の 度々 見 られ る 霞 基 性 音 類 に 於 て は 少量 の 有 物質 添加 に ょ つて 上 に 江 べた 様 
PEDO BULL HRA S IC FlLN ZO CLS ZEA, 
BLS S4 tHe bP vy PROD, b —MISHBBSEICKIFCSIER 


岩 紅 の 混 生 作用 の 結果 生成 され た も の で ある と 結論 し , HICHZO AIC 


OWT TO te a AEA bib te LT HZ td. 


HAREAOWVRICRT 


Placer of Kiminai, South Sakhalin 
meet Jt EK i — (j. Kitahara) 


緒 言 
HEA ODEO WERK ROGHEICR Sk IC ZOSEE 
め , fhe C LOR RD 6 BMG Om AO SAM IC EO BA THELESS 
EFZODCHS, BHAI NAOH SZ, 
位 置 
HA NABH WIRD Pai CET SSH Re BL CAA 
CHC, ABRAM RRA RAL ORM ENKEOTHASZLRS. 
粒 度 組 成 
ROE 600 He Tyler) OMe hi CHIN CHE NAS ie IC TOW 
度 組 成 は 次 の 如 く で ある 。 


1) 高橋 純一 : 水 成 岩 序 読 「 岩 波 議 座 」。 
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Ss = ® 
Tyler Standard A Bom E e it id 
(Meshes) | me | om (RR) Ke Spe 
8 2.362 1 >} 0.7074 0.12 
14 1.168 2 1—0.5 13.4005 2.33 
28 0.589 3 0.5—0.25 227.3080 39.51 
48 0.295 4 0.25—0.1 298.8890 51.96 
100 0.147 5 0.1—0.05 33.0292 5.74 
150 0.104 6 0.05—90.005 1.1271 0.20 
200 0.074 7 <0.005 | 0.3467 0.06 


Percentage 


cate chp Ahn, Stes hie, “Sade 


Size of grains 


1. ---above 1.0mm 24 < eas ee 16.3 tone ly 
2 2 4 4 10 

il 1 1 1 7.+: bel 1 

i020 Saas gag POP 


以上 の 結果 か ら 明 で ある や うに 粒度 組成 は 28meshes が 約 40% CH 
り , 48meshes が が 約 50% を 占め る 。 
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Sa Ae wR) OFA ICU TCH CRAIC BS 3 dn 
く 思 は れる が , MAB NOI, EEL, TAREE, (CSUR EI Ose 
異 に よ つ て 異な る の で ある か ら 必 ず し る も 標 式 型 に 近似 する と は 限ら な い 。 
9 の 河 砂 型 は IT4meshes が 約 25%, 28meshes が 約 40%, 48meshes が 
約 30~40% の 組成 を 示し , BRROMBME 9 の 河 砂 型 に 近 も の と 見 
僚 すこ と と が 出来 る で あら 5 。 

28 meshes (CH S BRD 

28meshes DIOR’ OICH THEW IC BAH —-HE 116.2845 He WR 

題 徴 鏡 に て 分 け , HORS BEC E b HMBC MT hn & HEB E B7e. 


第 RK 表 
uM, et em 重量 (%) 
KBRRAG(BAG, BRLe4o) 93.85 
BARA (AM BOMRBE RTD) 0.06 
A iplitc HBR (SER, BG, Mb & FS) 0.77 
BEE 0.60 
Tr BGR (IRD UD) 121s 
a BE (HEARD % DO ) 0.91 
Ae, 長石 0.60 
REA, RA (— Be 石化 ) 0.20 
EEE DED (RERCA, MERCH, BRIE BS ) 0.68 
IB A(A Bo BRE GB) 0.14 
Pii@a (ect, MicnANMBORA) 0.02 
fi LA (Ke, RR) 0.23 
第 BB R 

Be a 重量 (%) 

BBRBI 62.31 

FBR (赤色 ) 6.84 

PR BIG ( 淡 黒 赤色 ) 8.00 

PRR (赤黒 色 ) 5.43 

WL RBS 0.42 


x fh 


1) 高橋 純一 : *kRB AR 50 頁 。 
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第 二 表 で 明 で ある や ら うに 28meshes に 於 て は chromite は 題し く 多 く 
#3 94% を 占め る 。 

1 ェ 4meshes に 於 て は chromite, hematite, magnetite DS HRALHE 
表 に 示す 如く で あつ て , HHAMO ME It 20.27% を 占め 28meshes の も の 
より 多量 で ある と と は 注目 に 値する 。 

HSRGROeE 

AIC IL MEO MiO tO, 不 規 則 の る の , ARLE OBS 
Do IMP O AIC ICP IC Be CR BES 5. AKT 
CRYO, 不 規則 な 形態 を も つも の に は 視 黒 色 に し て 件 金属 光 澤 を 示す も 
の が ある 。 こ と これ ら の chromite MELB THBY, 

結 量 形 を 示す も の は (III) を 主 と し , AicHic (zro) を 件 を も ゃ の が あ 
る 。 (III) OMA HBR CS0Tt, 一 方 の 四面 骨 の 方 が 他 ょ り 大 きい 
も の が ある 。 

BBRARBOUM BI IcLBRD 

純粋 な 試料 約 2 Foe PED, LEBER IC CHL, Hh 4 RICH THOSE 

Feo 


第 表 
no | ee) | ee) | ee) |e 。 二 
14 meshes 4.712 — — 4.712 
28 meshes 4.723 4.719 4.738 4.727 
48 meshes 4.748 4.712 4.733 4.731 


Doelter HY に ょ れ ば chromite* の 比重 は 様々 * あ り , B41 か ら 4.9 
OBIE D SL RIx0 

chromite 42K? BR wWCHoOoT, 理論 的 に は FeO-Cr,.0, o{b a 
式 で 表 は され , Cr,0,;= 68, FEO=32 の 成分 を 有する も の で ある が , K 
PR IC It Cr20。 の 一 部 を Fe,O, 及び Al20。 で , ZX FeO の 一 部 を MeO 


1) Doelter: Handbuch der Mineralchemie, 


で 代 へ た も の で , 一 般 に は (Mg, Fe)O(Al, Cr)。0。 Ost CRS NZ, spinel 
の 比重 は 3.5 IR 4.1 で あり , 理論 式 は MgO:A1。0。 で あぁ つて , MgO の 一 
Wid FeO ict, Al,O; の 一 部 は Fe,O; と Cr.0, IC THs BAB ney 
の で あり , 比重 は 3.5 か ら 4.1 SOM ICH. picotite は (Mg, Fe)O-(Al, 
Cr)。0。 の 式 で 示さ れ , spinel と chromite の 問 に あり , 比重 は 4.08 で 
ある 。 試 料 の 比重 は 第 四 表 に 示す 如く 4.71 乃至 4.73 で ある か ら , Cr20; 
の 含量 は 55 乃至 60% の 高 品 位 の も の で あら 5。 
格 田 護 原 硫 石 の 種類 並 に 産 歳 

Edward Sampson 氏 リ は chromite は 早期 過 此 品 出 物 , eH 
DRO BAKARD 5D &L OCHS ERI.WRE BRL Feds, 現在 の と と 
DRBNHEETHS LEN TAS. 

不純 な chromite £ LCHMAIC HL Fe} OIC 2 HIKED I b DS— FE 
WA WAOMSs KB ICL OMEN TH SZOAB, WiRic 4, Bess 
下 に て も 認め られ る も の が ある 。 と の 種 の も の は 直接 peridotite に 接 す 
る と と は な さく, 一 度 品 出し た も の が 同 結 し た 後 , 熱 水 液 に より 水 和 作用 を 受 
け な が ら 運 ば れ て 來 て 散布 し た も の と も 考 へ られ る 。 従 て chromite oF 
BR IL BEART?) に 属し , 母 岩 に 不 規則 に 分 布 し , 少 移 的 開 係 を な し て ね な た も の 
thon. 

28meshes に 於 て 結 曲 形 を な する も の は 0.00% CIF RUD, AGO 
HIE peridotite 又は serpentine の 中 に JRIAT S HL IK BRICHIAT SB 
の で は な く , Wa PICO Aa TDL LHL kOe BOKIAR 
Ck DRE RICBM Le LOU, BAO HER, AS IC BES Nee 
mA L L CHEMI, 後 分 離し て 堆積 し た も の で あら 5 。 

ik Bi ta O tt B 
Dr 64, Wi or fh, ARAGO LOWS ) , MH LEChHS. KRMERBLAY, 


1) Edward Sampson: Varieties of chromite deposits. Econ. Geol. Vol. 26, 
27, 29. 
2) SbARMR: AOR. 昭和 17 年 3 Age, 121 頁 。 
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weit te (, 共存 する chromite & LHABEIC MINT 5 BASHA . NRE LiF 
褐 赤 色 で ある 。 粒度 2meshes の も の 約 2 HERD, 比重 を 測 つ た 結果 
4.48 CHS, Dana 氏 り にょ よれ ば 完全 に 結晶 し た も の は 5.2 OB 5.25 で 
あり , 塊 和 験 の も の で は 4.2 の 如く 低い も の も ある 。 和 純粋 な hematite ょ り 
0.7 乃至 0.8 Kez Lit hematite ょ り ILEORU ARMS The 
せしめ る 。 

冷 忠 酸 で 虚 理 すれ ば 赤色 の 部 分 は 溶け る が , 白色 の 東 酸 質 の も の は 溶解 
SPICHBME CH), COPMORABRIC LTE. 


第 ® 園 


Hematite SA G3 i REE 
H=hematite(black), h=hematite(red), ch=chamosite 
BAGS FCS & iti Ok ( MEDAKA LOD 5A ABW 
SSC D, 更に 黒色 不透明 な 部 分 に も 人 泡 終 し て ねる 。 MERRY 
(tS GPE TH , BURT ERC HAD DS, 


1) Dana: System of mineralogy. 
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= Me Gb BIR Y= Z= 淡 線 色 
B= 1.636 
| chamosite (CULM SEX JEHCH E35, he! 透明 な 部 分 は 多 色 性 弱く 
グ 三 褐 赤 色 X! = Fa 
屈折 牽 極め て 高い 、 と の 紅色 の も の は 純粋 に 近い FeO, から 成る も の と 
思 は れる 。 黒 色 不 透明 な 部 分 は Fe。O。 は FeO と 完 本 混 溶 度 を 有する か 
ら I8%6 以上 の FeO を 含む も の と 見 られ る 。 前 記し た 如く hematite と 
chamosire の 集合 贈 で ある が 砂粒 の うち に は 0.02~o.1mm の 微量 微細 
の 砕 憎 し た 石英 を 混 じ て ゐる も の も ある 。 題 微 鏡 下 か ら 求 め た 容量 の 割合 
it hematite 75 J)38 80%, chamosite 15 Jy 20%, iguart ェ 乃至 3% 
で あり , 他 に 著 王 性 質 の 不明 な 不純 物 が 認め られ る も の も あぁ る 。 
BRORBA - 

一 融 に 水 成 起源 の 鐵 足 は 箇 短 構造 を 示す も の で ある 。 牧 次 構造 の 原因 に 
RET dhe) BD SAS, と の 無 構造 の 鐵 確 の 沈 潤 は その 営 時 の 環境 が 波動 
PHN O REE EDO RED Te WHF AK ROA & MANS, 

Hallimond FeIC £ UEKI IED BE HEE IC BSD & the L, 
Binns Rb ICAO IC LO CHS stg L, chamosite Yay & 7 
D, MIF SOCH 0, 結局 粘土 か ら chamosite A MLAROCTHSZLR 
ふ の で あつ て , HH RIERA ILIN7e BO EMS IVS 5 

Lindgren?) Felc & guid ethic ROT HH SN 7G chamosite を 酸 
化し て hematite c##C ROTH 5HERSA, 一 般 に は hematite と 
chamosite が 直接 に 沈 潤 し た も の で ある と 云 は れ て カ ゐる 。 

DERG PORRIick neg, Lindgren 氏 の 訟 の 如く chamosite か 
ら hematite ICMULAR LOL WAT 7c EBM RS 

chamosite D (LS RSP IZED & T AWICS MN THEVA, Al,O3-3FeO- 


1) Twenhofel : Treatise on sedimentation. 
2) Lindgren: Mineral deposits. 
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2Si0,-nH,O" な る 式 が 一 般 に 提唱 され て ゐる 。 叉 Doelter® 氏 に ょ れ ば 
H,(Fe, Mg)。Al。Sig。0。 な る 式 で 示し て ある 。 

chamosite は バク タテ リア 又は 水 藻 が 府 敗 し て 生じ た 有機 酸 の 作用 に ょ つ 

て 酸化 され て Fe,Og (c¥HELCEOL HONS, 匠 の 如く 現在 は 酸化 鐵 
CHRTCH SM IIAEERA CHO? Lic Bet L7ein < BAL BRE 
PERSIE, ERAOVRAISZCLPSDAOTCTHS, 

BAO LTA, AREIEGIC HA LC PERN TSE ASST, EOL BE 
FAL ABN TCHORMA, ERICK SYERAE, 淡水 に 於 ける 終 泥 石 の 生成 
CHET ABBAS) の 研究 が 世界 的 に 認め られ , SRKRRIERO MEN 
並 に 化 由 的 研究 を なす の に 有力 な 指針 を 興 へ る も の と 云 ふ と と が 出來 る 。 

結 言 

砂 店 は 主として クム 鐵 嘆 より 成り , 赤 鐵 嘩 は 粒度 28 ヌメ ッシュ ェ に 於 て は 
2% に 過ぎ な い が , 14 ヌメ ツ シュ に 於 て は 20% を 占め る の で , 時 局 下 クロ 
AGLTED BLAS O DATE & HAR O TC DREAMER a D FEL OH CBA BSE A 
EtTSUODCHS, 

WOES TORIREBICL, 72 ASEM LoO mee: 
aa (CG L, ARBORS HERE IC TOMER LCHSLOLHHENS, 

RIEL 7 2 AGRO L EO LOL MBAN SMB, MAB Z 2 w 
鐵 左 と 同一 起源 の も の で ある か 匂 成 岩 よ り の も の で ある か の 制定 は 困難 で 
あぁ ある ろ 。 但 磁 鐵 左 も 本 格 石 % 砂 礁 中 に は 極め て 少量 に し か 含ま れ て ね ない ぇ 


以上 は 本 年 夏季 に 於 て 様 太 應 の 委嘱 を うけ て 現地 附近 の 砂 末 並 に 移 き に 高 様 数 受 が 
EME ETI EKER 2) OMAEATS TW ARR LL CAMARO 
の 下 に 行 つ た 概要 で ある 。 EKM A te SHICRACARMLORRE SI KERUAR 
KRO UBT GMA Ric kVA BHR VRE SORRELL, 
何れ も BIC BHORLRLEW’, 


1) Lindgren: Mineral deposits. 

Doelter : Handbuch der Mineralchemie. 

3) Takahashi: Synopsis on glauconitization, Recent Marine Sediments, 1934. 
J.Yakahashi, T. Yagi: Peculiar Mud-grains and their Relation to the 
Origin of Glauconite. Ecorn. Geol., Vol. 24, 1929. 

4) 高橋 純一 : AR, 昭和 17 年 12 ABR 
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評 論 FE BR 


H#MBRMUIC £ZBRORTOSMRE ” 


Recently adopted standards of classification of 
coal by rank and by grade 


JI) A 4 XH HE (Trans. by Y. Kawamura) 


FURL PEL LEIS CRO TRAD HR DIED BIO (LY Bopp 
MEE DAAC DSP LCM x OMMAD S, ii LTCHRO ILO MIC 
は 其 の 分 け 方 に 依っ つて 種々 な る 別 が あり , 叉 國 に ょ つて も 鹿 々 別 * さ で ある 。 
BRC ALOPACORMBE Ck OT SROMMRD 0, 最も 普通 に は 泥炭 , B 


る 分 類 に し て , 基 の 間 に は 明確 な る 境界 が 不明 の 場合 が 多い 。 KOTHKR 
を 正確 に 分 類する に は 工業 分 析 , 元素 分 析 或 は その 他 種 々 の 分 析 試 験 に よ 
つて その 境界 を 明 に する 事 が 必要 で , 之 等 分 析 結 果 に 藻 い た 多 敷 の 分 類 法 
が あぁ ある 。 又 石 商 は その 用 途 に 従 つ て 分 類 さ れる と と も あり , その 他 石 内 の 
GLE ICAO KI) P MOR, REBEIC LOCK OGD DS 
13, 

DUE (Clk BER & HEAR IC HEO KM RATE BRU @ IC ED OK 
標準 と し て 控 用 せら れ た る 棋 位 と 級 位 と に 依る 石 妙 の 分 類 を 紹介 せん と す 
る も の で ある 。 本 文 は 高橋 辻 授 の 御 校 開 を 得 た な る も の な る こと と を 明記 し , 
MAGRICH UCRERSOHEERL[V. 

a a 

Hl % BROAN ME ASW AAIC LY CIE D A IC UE & RS [MAC D. 

S, Mz AWEROEBDILOKMAM EE ROUGE? Ic LOT 


1) Thomas A. Hendrick: Recently adopted standards of classification of 
coal by rank and by grade. 


2) American Society for Testing Materials. 
3) American Standards Association. 
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HRS NA SMMRUMLIC L SARORBES ICED 2 C+ 
値 が ある 所 以 る と に 存する 。 

1926 年 11 月 の 創立 の 米 國 技 術 規格 委員 信 印 も 現在 の 米 國 規格 協 合 は 北 
米 産 石 導 の 分 類 に 就 て の 闘 係 機 開 た る 専門 園 外 及 び 工 業 , OA, 政治 , 各 協 
貸 を 代表 する 會 合 を 召集 し た 。 此 の 會 合 に 堂 り 出席 せる 園 稲 は 福 娠 か ら 無 
PER IC EZ ARO 2 ah OF BN AOR MMA s AAT 2 SIC em 
WICH Le, MU CHHBRE LCAKAAM RE ORR FF CARB 
in OBLRIIC HO THT AN RBA GOLRSAHRYE bilke, KEASOR 
PIO ATE ISAO, 類型 , ML IC L SKRAOGROGEDM EAMATZBCS 
D, ZARA, DT ROBROM A OF Ee AT 2 SIC AI TSS 
應 用 の 基準 を 確立 する 事 で あつ た が , F OUP BOKMD ERMAN, IMO 
FEA OD FEMS ARERR ROM BPRE UCHR SiN. MUTEOR 
BRILUE IL AAO AGE RET SOC SNe”, ARB last 
改良 法 は 米 國 試 材 協 貸 式 方 法 で は 未だ 控 撮 を られ ざる 石 娠 の 風化 或 は 減 能 
を 決定 する の に 採用 せら れ て ゐる 。 加 ふる に 構 位 及び 級 位 に よる 石 娠 の 標 
VED MBB ASIC LOCHMBRE I, ARLES RBH RO 
SCRA, APO RICH ) MEEK SEMBRS RAR 
OL * Ie BIA EMG IC TBI FS IC ABATED PIR DARALA CD S Lee 
論 し , SVUWICLSBROBAHICH TANS OPER RSZCE6KY, 

I, MiHICKSBRODE 

ALC LSARO AL A GSAS HD 5B MERE IC BA AAS 
(CHEST ae BEER BE BY Ik AMEN BAL ORE ICH CHEN THS, 分 類 
D FEBEA THEIL RAPE O RPO AIC E FMR ROEAE (B. T. 
U.)?) に 若い て ゐる 。 VPP HARE IC AS 2 SPO AGERE IC LE 
1) Agglomerating index or caking tendency. 


2) ##m¥R3c : American Society for Testing Materials, 260, South St. Phila- 
delphia, Pa, 


3) 1H ROS WF KHOScCMP OMB 1B.t.u. LML, Se Kwod 
ー に 換算 すれ ば 1B. t. us 252cal と な る 。 


| 
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り 分 類 せ らち られ, RPM I RE ICAI S GPO BASE ic Ey 5p 
類 せ られ て ゐる 。 

次 に 粘 結 性 ゃ 風化 の 程度 を 利用 し て 一 定 の 相 類 似せ る 淡 質 を 有する 石 導 
を 証 別 分 類する 。 

此 の 様 な 分 類 に よる 各種 の 石 央 の 名 笑 は 1879 年 ヶ 月 に Persifer Frazer 
氏 の 始 唱 に よる も の を 米 國 内 務 御 地質 調査 所 が 改定 せる 燃料 比 に 基く 各種 
OARICLETNIE—, MOMICRCHRERICTSZOATAS, 

FARR D> © IKFY BIRSS He HERR LICE ROE EIA GER Le, ART 
MUL ARES LAREN S, ECLA BAT S BAR, 2koy, HK 
分 窒素 及び 硫黄 を 控除 せ SBRORR, 水素 , 及び 酸素 の 量 CMRLAS, 
ILO ize POMERAT ST SERRA OUT ARI LTS, RRR 
BMRORBN LD, LBKRORIC VEZ At SH, WAN Frazer 氏 
は 燃料 比 7 OE EER RR ORIEL L, 7 EEPROM 
CH iLtH4S, 

LEO FICK CRBKORME CBE SPB HS EL CUAL 
7efG BR bit OMn S PRICE L IGE OBE EF SCHOO, ARILHLIC 
より 第 憲 表 の 如く に 分 類 さ れる 。 

BERICHT BE A A 種 附近 の 分 類 に 就 て は 

(4) 次 分 除外 の 成分 が 含水 梁 B.t. u. 14,000 Lk _b Me 7k Ze [Al GE He SK DS 
69% 以上 の 石 疲 に 於 て は 無水 療 と し て 固定 央 素 に より 分 類 せ ちら れる 。 

(2) RRO RAs Srkze B. t.u. 14,000 WE, MKF (水分 除外 ) 
BAAS 649%. UF RSRRICHTCAGKKH B.t.u. に まり 分 類 せ ら 
れる 。 

BULB 5% UFORRAZ CIFBUCHEL SNS. NPE ES 
Wh? O§$ 0OKGRORME b CHEK Gt RS, 


1) Report of sectional committee on classification of coals, [American 
Society for Testing Materials, p. 19, 1934. 
2) Idem, p. 23. 
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a tol SE RB EB BAL hn: ER a 


BSR Mira) cis ARSRR 


. F.C. = H@R V. M. = EM 
) BRL GHRRORR 
Uo go agama i eae ee eee 
無水 F.C. 98% Rit 以上 
1. @*&BR) 無水 VM. 2% Ra 以下 
BC. 8 eee 98% 
E 無 Ht] 2. gem we] BR 8D gee 
: 無水 F.C. 92% ~ 86% 。 
3. i HB) 無水 VM 8% ~ 149% | SE RE HED. 
fem te | 無水 F.C. 86% 有 ~ 78% 
、 1, A Be RR 無水 ViM. 144% -~ 22% 
9 SRB) fe F.C. 78% ~ 69% 
° 2 青 Rl sk VM. 22% ~ 31% 
|I1. weag38(d)| 。  HESEHE A ik hd au | i 
ae eee (c) 14,000(e) Rit DLE 
4 oly Perk B.t.u(c)14,000(e) 13,000 
5 aa tea Auk B.t.u. 13,000(e)~11,000 | Bigs 37123 BLUE (Ef) 
1. wifes A | 含水 B.t.u. 13,000(e)~411,000 | H(EAk = 5E RIES 
III. wages He) 2. BYE HHEB | AokB.t.u. 11,000(e) ~ 9,500 
3. HERE RC | 含水 B.t.u. 9,500(e)~ 8,300 
eve Ti He 1, リグ ゲ = ッ ト 含水 B.t.u. 8,300 以 下 固 Fai 
ee a ol Bae Se g| @k Btu. 8300 2 下 | = Bw 
(a) b® SRA ict BAA (LBM RRL AS OD RMoORG UK HOMZRRR 


PAL DS REET SEL IRL OP MCHS LOL AEN, SHAME RR 48% 
以下 (無水 ) な る か 乃至 は 15,500 B, t.u (Ark) 以上 な り 。 (b) RRR OBA, eR 
性 湊 油 に 分 類 す 。 (c) 含水 B.t.u. は 自然 の 油層 水分 (Pky) LHTS2, HH 
水 , 吸湿 分 を 含ま ず 。 (d) RA, MR, 分 析 法 の 小 委 員 倉 報告 に より , RRHOSM 
た は 非 粘 結 油 も 包含 さる 可 き も の と 認め られ た 。(e) 固定 敵 素 69% VEOH (ok 
分 放 分 除外 ) CMC LSS RERRIC LUSMT ~<a port, (f) SRRHRS 
BCMicit 3 MY, OS (1) 粘 結 非 風化 性 , (2) RE RLEPE, (3) SER RESE BLiEHE, 


ERECT EGER EEE PS Ze A BEBE SEH BET Ik 
(4) RRABRIbO ReopasBrkse B. t. u. 14,000 以上 , Merk RH 


1 


綿 83 Cn a 2 本 75(35) 


が 69% PEO BRICK TILAK E UTMRIKIC L 0 HS 
れる 。 

(2) 次 分 除外 の 成分 が 含水 涯 B. t. u. 14,000 以下 , 無水 炭 (水分 除 
外 ) HERA 69% 以下 な る 石 療 に 於 て は 含水 交 B. t. u, ick 
DATE NS. BEB 5% WFORRAZ LIEBE LAS 
NS. WBA 5% 以上 の も の は 分 類 の 見 地 よ り し て 風化 
其 態 が 問題 と な る 。 : 

粘 結 性 の 検定 BEI HW 15 の 割合 に 混 じ た も の が 500g VIEKM LO 
荷重 に 面 へ る 丈 の 粘 結 度 を 有する 石 只 で は 分 類 の 上 和 見地 ょ り し て 同様 に 粘 結 
性 が 問題 と せら れる リ 。 BRO RTENM CEL LCRA WEA TRIE 
する 方 法 あ ちり, 次 の 如き 種々 な る 方 法 が 行 は れる 。 

i) Campredon 法 , ii) Pollard 法 , iii) Gray 法 , iv) Dunn 法 , 

v) F.S. Sinnat & A. Grounds 法 , vi) M. Barash #:, 

SLOW (i) (ii) (iii) は 不 活性 物 と し で 砂 を 用 ひ , (iv) AMER (Vv), (vi) は 
電極 導 素 来 を 用 ひ て ゐ な る 。 グ レー 法 は (i) (ii) を 改良 せる も の で ある が その 
BHEIEKBROM( CHS, 紫 の 改良 要 申 は 加熱 條 件 を 上 滅 密 に し , ブン ゼ 
ン 燈 の 代り に 4 番 え ツケ ルル 燈 を 使用 し , BO hig tHio Rt ORE I 
$e, 加熱 時 間 を 7 分 間 と 規定 し , 温度 を 底部 に て 1000°C と 定め た る も の で 
ある 。 石 次 は 50 目 飾 を 通過 する も ゃ の, 砂 は 40 AMT HILT 50 AL 
通過 せ ざ る も の を 用 ひ , 使 用 する 白金 款 場 は 唱 冬 30 He, HS 40 KIC LT, 
廃 の 平面 部 の 第 24 EOPED LOCH S, WEAF KOM< BR 
と 砂 と の 混合 物 を 25248) AAV RRICANKIRBRAY LY, 次 
ICRAF LAD L DSR S SEP SH ce i L/FOUIAICBLEEAL, 上 
AOD PASE IC HED MTRIC MPBAT ITS. REE LO CIARA MH 7 7 eC 
行 ふ 事 も ある 。 然 る 後 取 り 出 し て 冷却 せしめ 次 に 小さ き 木 栓 を コー クス 上 


1) Gilmore, R.E., Connell, G. P., Nicolls, J.H.H: Agglomerating and 
aggulutinating tests for classifying weakly caking coals. A.I.M.E., Trans., 
Coal division, Vol. 108, p. 255, 1934. 
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(CH TOLD Ss CAM ic CHO LFS LO BRAMMER. 
此 の 不 活 性 物 の 加 は つた ュー クス 上 に 5008 OFF BEIT LBA OM 


REOWOERRAROBDPS PRICL b HHA EDS. 


(KREBS 


IC CIR E LT ZEIR L, 粘 結 塊 よ り 分 離せ る 粉末 は 試料 及び 不 活 


{EMBED 5% 以下 と 規定 し て ゐる 。) 
BD Coe FRI SOR RDP BS 


C+S=25er == 


UE RIC LUE HHA II 以下 の も の は コー クス 製造 用 に 適 せ ず , 粘 結 

ZRI2~15 の も の は 強 粘 結 疾 と 混 じ て 始め て コー クス を 生じ , 16 以上 の も 

ORO Ss BRANICHT SLAIN TAS, 
oF R 


wien | 石 測量 | am | weet | Asta 
(gr) gr) (gr) 
12.50 12.50 18 1.32 
8.31 16.69 19 1:25 | 
6.25 18.75 20 1.19 
5.00 20.00 21 1.14 
1.09 
3.52 21.48 23 1.04 
3.12 | 21.88] 24 1.00 
2.78 22,22 25 0,96 
2.50 22.50 26 0.93 
10 2.27 22.73 27 0.89 
11 2.08 22.92 28 0.86 
12 1.92 23.08 29 0.83 
13 1.79 29.21 30 0.81 
14 1.67 23.33 31 0-78 || 
15 1.56 23.44 32 0.76 
16° 1.47 23,53 33 0.74 
17 1.39 23.61 34 0.71 


CERNUD NR wR 
sg 
ei 
N 
to 
=) 
oo 
ww 
to 
tS 


wo 8 
(gr) 
23.68 
23.75 
23.81 
23.86 
23.91 
23.96 


24.00 | 


24.04 
24.07 
24.11 
24.14 
24.17 
24.19 
24.22 
24.24 
24.26 
24.29 


| aiawes | see 
(er) 

35 0 69 
36 0.68 
37 0.66 
38 0.64 
39 0.62 
40 0.61 
41 0.60 
42 0.58 
43 0.56 

" 44 0.55 
45 0.54 
46 0.53 
47 0.52 
48 0.51 
49 0.50 
50 0.49 


DIGIC SRELO BIG, 又は 油層 の 一 部 分 に つき 分 類 を 行 ふ 場合 , 基 何 
れ の 産地 た る と を 問 は ず 同 一 芝 属 或 は 地質 媒 的 に 均 様 に し て 面積 約 4 喝 下 
DINK © HEA CSP HRIE DAB PH Ic Ue. S PHB IC HES 3 DE 5 個 或 は 夫 以 
EOSRI SHB ICES SAHA ERD , FLSA (C BAO IM 
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RODE tities, BUCAIC Hi CIREL TH S,. ARATE IC AT a 
CEMET ZINE RPE EAT SHG ICT LAER O HBR 2 ATO MLA 
如何 に より 不 営 な る 平均 値 を 興 へ る 如き 場合 が ある 故 , 要する に 明か に 品 
位 を 異 に する 石 導 は 下 均 値 の 計算 に 用 ひる 事 を さけ な けれ ば な ら ぬ 。 盗 料 
は 礁 山 規 格 局 式 方 法 か , 又は 夫 と 同様 な 方 法 に 従 つて 控 取 せ ち る べき で あ 
OT, ERE BRU IC TLR RATE ICES SEES. BH, Bt, 或 
HE ERIEE 6 IL SAROBE DMT SRAM ANIO Har b THI 
迎 せ らち る べき 事柄 で は な い 。 分析 に は 標準 法 が 探 用 せら る 可 き で あり , A 
LEO FIC NO DHE TEM BALES ATHY (CHK BANS (A EET TS 
CHS. AME KAO RM L LCA EE S TAG CIEE [EI S URE fR7e 
LO 46% RURBBELTI0% 以上 の CO, ESAT SAKIC HTIL 
特別 な る 技術 的 注意 が 要求 せら れる 。 
Il. 級 位 た に よる 石炭 の 分 類 
級 位 に よ ょ る 石 災 の 分 類 は 石 災 の 橋 位 に よる 分 類 を 同様 に 有効 で あり , 結 
Jay AS, ORGY, 硫黄 含量 , 次 分 燃 融 湾 度 に よ つ て 石 娠 の 品位 を 定め る 結果 
と 同様 で ある 。 分 桁 は 試料 石 召 を 基準 と し て 表示 せら れ , BRIABIL I00 
BRR 級 位 に よ ょ る 石 敵 分 類 表 


R ay (1) RRS RBA (2) 硫 黄 (1) 
jm ot] % @ |i | eee |e | % we 園 
ae | 0.0~ 4.0 F28 2.800 及 以上 | S07 0.0\0.7 
1A 6 41~ 6.0 F26 2,600 ~2,790) $1.0 0.8~1.0 
A 8 6.1~ 8.0 F24 2,400 ~2,590 S1.3 NS 
A 19 8.1~10.0 F22 | 2,200~2,390 | s1.6 1.4~1.6 
| a 12 10.1~12.0 F20 | 2,000~2,190 S2.0 1720 
inant 12.1~14.0 F20—| 2,000 以 下 S3.0 2.1~3.0 
A 16 14.1~16.0 S5.0 3.1~5.0 
A 18 16.1~18.0 S5.0+ 5.1 及 以上 
A 20 18.1~20.0 
A 20+] 20.1 及 以上 


1) Books of A.S.T.M. Standards, part I1, p. 269. 1933 
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B.t.u. を 潮位 と し , 以下 は 四捨五入 を 行 ふ 。 両 し て 次 分 , 次 分 燃 融 温度 並 
U CHRO SB id HMI FEO HNIC RAE BMS, 

例 へ ば 132—A 8—F 24—S 1.6 2 idee GN KBR ABWBAE 13.200 
B.t.u. 次 分 6.1~8.0%, FERRE; 2400°~2590°F, TEASE 1-4~1.6% 
な る 事 を 示す も の で ある 。 級 位 に よ ょ る 分 類 目的 の 劉 に は 石 帳 の 販 喜 時 の 條 
件 を 表 は す 米 國 試 材 協 倉 の 標準 石 災 容 料 控 取法 に 従 つ て 採集 せら ち れ , 標準 
BEE IC LE OPMENSAUMTHS, 

(I) RAY, PEBLIL BL 2 fir 0.01~0.04 & WFR T0.05~0.09 SME, 

(2) 竣 分 融 踊 は 10°F EMILE L, RO FAWRHAT. 

結 論 

上 記 の 級 位 に ょ る 石 災 の 分 類 は 主として その 用 途上 必要 な る 石 容 の 四 大 
根本 特色 を 表示 する 定 則 に 基く も の な る 事 が 知ら れる 。 

棋 位 に よ ょ る 石 導 分 類 は その 自然 的 階 列 た る 本 療 より 無煙 帳 に 至る 間 の 石 
丹 の 毅 質 程度 に 従 ひ 整 然 た る 系 列 に 陳 分 する も の で あり , GROMBRS 
分 類 と 云 ふ 可 き で ある 。 

TED FEE RIVICH T LUM 7s S HARDIE HEL ZLARRABE 
HH ATAAE MN OU PRI eg ic Xb FSF AIC Hb TRAE EB NROPTREIE ICES 
BE GHIC ALTE AIC, KORICRCORGRERT (CHK SB 
OCH, ML CMHRANROFT ZHERODME CE SP SMH 
密度 を 以 て 再 槍 補足 し た る 結果 に 外 な ら な い 。 

以上 の 分 類 は 石 災 に 闘 係 あ る 絶 ゆ る 分 野 に 於 ける 人 < 々 及び 議 機 号 の 十 年 
間 に 豆 る 集約 的 研究 の 結果 で ある 。 上 記 の 分 類 は 終始 完全 な る 原理 に 藻 づ 
くも の で あぁ あり, BROOME MMLICL SMT RMT SICH) MOSA 
及び 園 中 に よ ょ つて 本 分 類 が 使用 せら れる 事 が 繝 を しい ので ある 。 

以上 は 米 國 に 於 ける 石 疲 分 類 法 の 主 傾 向 を 示す も の で あり , BARBIC 
ROSA RABE EI LT SHH REICH LE LV HIRERT LOC 
ある 。 


ーー 
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、 SIRS ADRK LAE SEM Ee] O—-RA BA HOFIELEE 20 HF 


に 位 す る 北上 山地 西部 の 一 峰 猫山 の 南 詩 面 に 在り , ABA Os AH 12 HH CAREBT 
KL, tid OM 10 FP OMAD INNA NPR OMB ¥ Ct AWARD AL 
て ゐる が が , 目 下 そ の 便 な く , それ よら 現場 まで は 約 3 HOME RMTF ICIS FQ. 
猫山 は 海抜 920 米 に 達する 雄大 な る 園 頂 丘 を 成 し , SWEMNRAD 5S ROTH 
る 。 RAZA 5X10 将 の 椿 園 形 を 成 し て 古 生 層 中 を 岩 株 駄 に 費 ぬ ぬき , 周 園 の 古 生 


訂 特 に 石 次 岩 の 厚 層 は , CHesA Cath し , 整合 送 入 の 状 を 示し て ゐる 。 上 且つ その 


頂上 部 維 近 に は , 多 く の 捕 確 岩 を 有 し , 今 は 食 裕 し 去ら れ て は ゐる が , その 天井 の 近 
DORCEVIBRTS. 

猫山 水 北砂 床 は , © OTEMNRAROPREBIREICE , その 長 軸 に 沿っ て 北 10° 
HUES -ROMRBIBO C#SLESRORELRAROPTMH, その 若干 
MESSE, EAMG A PP te 3.4 OC, HED 1S MAPIC IA T , PE SILA 10 ~20 fg 
に 過ぎ な い が , 水 の 品位 高く , ROBGBEL, EREOMORAO—Alc 4 BH 
L, FRO SABE IHF S11 D0 

HWE  BUORRRREPRCER BoeChot, その 中 軸 部 は 主として 石 
CMA, RAGED KRY, 或 は 多 小 の 品 洞 を 残し , その 際 処 部 は 以上 の 外 に 
長石 を 加 へ , マ グマ タイ ト に 移 化 する 場合 あぁ あり, COMP 4 AMER URES 
併 な ひ , 前 ALTE ME 1 FEL LIMES SRK Mae RL, RK BRBRICRS L 
て ゐる 。 

TAT AIC AMAL, (ERNE O ARIA LMI, TOBBOAMICECR IY 
Zoey EH LCR ARIK EO, SFr RASIGL OMAK OCTH 
UP PEATE UAE D MEK SSM CS  o 

MSBRASZSRR 1S, WERK oSAZAW OAM, BA, BH Ha, 
AB, le, BN, HSE YS, SHO BAR On, —=OR REBUY SD, TORR 
Ds, LERAMAUNK 4, FAO MBBRY 1S. REBBKItO—-C, FE, 
Rh KPBS KY HOM IRKREN, LER AWO PICAMICS 0, BBP 
MSL VALI MAL, ROB AB RELY BRIOAICIBAO, LHS HIRSH 
BT SR LMS HORI CAHN, SAK 1H CELEBS. 

BERL RIN O RHEE DO ARIZA CHK 1000 RY EDM D O , Heike 
© \ Bett DRA ORM LBRO, 18 10 乃至 20, RS 800 米 , 厚 さ 最 大 6 米 , ほ で 
水平 に 成 緒 し , そ の 聞 多 少 の 淫 石 暫 砂 置 を 兵 む 部 分 ある が , Bs LRRD MBE, 
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fi, REED RUS RK LESIUAOMD 2, RBMOMMORRARACBST 
る 部 分 あり , Pane 

Fe 51.23, Mn 0.04, P 0.22, S 1.05, SiO, 7.81, H20 15.51% 
程度 と 知ら れる 。 

ABE RIL AE 6 CARI Ie L OCT OMBLETONES, TORN L, 昭 
和 15 PARSE NASROS BRT SICRACCORIRE , 専用 道路 の 建設 を 
見 , 昨 18 年 5 BL OMMEBI LEG OC, BIC AROOK, i ( ARBRE CH 
BREEN L, TOMBLECHHTHAS. 

HEC OMROBBRICIL, REAEAKWORAKAAIC BARRE KS >, 多量 の 
Dt & IC HULALEL, EKTOMHRZADAKYOBEAMKIL, RRIROFTL 
近い 達 澤 川 の 上 流 に , RROBBMEKA dS 0, tOMBOET SH, 現に 道路 の 建設 
中 で ある が , な は ほ は 探 護 不 充 分 で , 和 谷底 で 確認 し 得る 息 園 で は , 厚 さ 1~2 K, その 大 部 
分 は 安山岩 の 大 岩 塊 の 間 に 存 し , 探 嘱 に 不便 少く な い 。 

更に 南東 三 階 少 の 附近 に は , RR ROR A ORR ANE  A)SHORAE 
が 散在 し , 直 鼻 最大 1 福 以 上 , 主 と し て 底面 と 綾 洗 鞭 面 , 並 に 杜 面 の 集 形 で , 底面 上 に 
は 極め て 度々 三方 向 に 細か く 変 は る 格子 和 然 の 双 品 を 見 , PLB IC MRS 23, FO 
碗 量 は 稼 行 に 耐 へ ぬ ゃ うぅ で ある 。 

Babe MA 厚 員 絆 山 事 務 所 ( 形 鯉 下 安 北道 厚 昌 郡 南 新 面 ) 阿部 圭 佐 君 (RR 
岡市 三 王 古 堀 129 の 2) 日 立 製 作 所 上 茂原 工場 ABS (FR RRR VINO ER 13) 
高橋 正道 君 ( 密 岡 市 西新 町 135 SUPER) HART (IR LEER ARE 
Gel) =JHE BOA RH (FORA RAPA R1 TH 839) 野村 鑑 業 株 式 次 
nA CRAB AAG 1 丁目 1) Pa RESS CHART (CE SURE 2 丁 
目 2 の 8 大 倉 第 一 分 館 ). 

SE 高橋 英太郎 君 (山口 市 東 白 石 1310) FHB=A (高岡 市 御 馬 出 町 47) 阿部 
BA (MARL Sy 646) 齋藤 勤 君 (徳島 市 秋田 町 5 TARRE—F) 齋 
RACH (Feria 11 條 西 19 TA) 小原 健作 君 ( 路 原 市 東 8 條 南 5 丁目 佐藤 注 
三郎 方 ) BREA ( 獅 馬 叔 勢 多 郡 東村 東 小 中 鐘 山 事務 所 ) 
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